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広報委員会は、事業系委員会との連動により、セミナー、資格取
得、令和３年度税制改正による電帳法対応、電子取引ソフト認証な
ど、JIIMA活動のデジタル化・DX対応と連動し、優良記事のタイム
リーな配信と工夫に注力するという目標を設定し61期の活動をス
タートしました。
具体的な活動として以下４つの項目を計画しました。
１　新規会員の情報発信の場としての企画、記事広告の企画の実践
２　 JIIMAホームページのSEO対策、Twitter発信を実施し、顧
客への認知度向上に努める

３　 JIIMA発信のオンライン事業を中心に、地方会員との座談会
企画など啓蒙を考える

４　 会員企業・社会との関係性強化のためのアンケートを企画・
実施する

１については、61期に既に発行された5・6月号から9・10月号（10
月22日現在）の３号中の内、２号で「会員突撃インタビュー」を掲載、
以降も順次掲載を予定しています。また、記事広告についても11・
12月号からの掲載を予定しています。
２については、ホームページのリニューアルにおけるSEO対策とし
てJIIMAに関連するワードが検索サービスの検索キーとなったこと
と、IMに関連することとして、IMアーカイブスを新設し、複数号に
分かれた記事を一括して読むことができるようにして読者の利便性
を改善しました。また、SEO対策と関連してJIIMAの社会での認知
を広げるためにTwitterで毎日発信を行っています。
これらの結果から１、２については予定通り実施されていて、61期
を通して活動を継続していきます。

３については、60期に実施したようなリモートでの座談会を行う
ことで会員間の交流、特に地方会員が集まることが難しい状況での
情報提供を行うことを目的に企画しましたが、新型コロナウイルス
に対する社会、企業の対策も行き渡り、制限があるとはいえ企業活
動が再開しつつある状況化の中ではスケジュール調整が難しい面も
あり、取り上げるテーマ、参加者の人選等も含めて再度検討し、実
現性と効果を検証したうえで実行の可能性を判断する予定です。
４については、実施方法は前回のアンケートで実績がありますが、
JIIMA内にとどまらず多くの企業等に興味を持ってもらえる内容を
模索している状況です。
また、具体的な目標が設定されていない活動については、ＩＭの
記事として、セミナー内容をダイジェストで紹介、資格取得者へ受験
動機や資格の活用等に関するアンケートの実施、電帳法対応、
JIIMA認証に関する解説、全国の公文書館などを紹介する「公文書
館シリーズ」、デジタル化、ＤＸに関するケーススタディ等の紹介を
行ってきました。

応じて頂けますが、初めての取材の申し込みでは対応いただくこと
が難しい場合もありますので、リモートを前提とした取材先へのア
プローチ方法を検討していくことが必要と考えています。
60期は社会が新型コロナウイルスに翻弄された１年でありました
が、IMについては欠号なく発行できたことに安堵しています。デジ

タル庁の発足による社会、仕事、生活の変化は今後も続いていきま
すので60期の活動を生かして61期以降も、広報委員会は、JIIMA
の情報発信の役割を果していくことを念頭に委員会活動を実施して
いきたいと考えています。

インターネットを経由したホームページ、ＳＮＳ等による情報発信
は、広報委員会の活動にさまざまな影響を与えています。ポジティ
ブな面では、既存メディアに比べて情報発信が簡単にできること、
文字だけでなく音や映像等を使うことで多彩な手法での情報発信が
可能になること、いくつかの制約（距離、社会の組織やグループ）を
超えて情報を届けることができること等が考えられます。反面、多
くの情報に埋もれてしまう、情報発信の内容によっては炎上といっ
た大きな騒動に発展してしまう危険性や、成りすましやフェイクと
いった事実ではない情報が拡散されてしまう等のリスクがあります。
広報委員会の活動でも、この時代の変化に取り残されないように
注意しながら、JIIMAにとって有効な情報発信を検討していく必要
があると考えます。
例えば、情報発信の方法の選択肢が広がるとIMが唯一の情報発
信の場ではなくなるため、記事の寄稿（特にケースタディ）が集まり
難くなっていることがあり、これに対して広くニュース等の社会の動
向、JIIMAの各委員会の活動を注視しJIIMAとして取り上げるべき

情報を発掘し記事につなげる活動を実施しています。また、リスク
対策として記事の真偽に加えて内容や表現が適切かといったことに
注意をすることと、SNS等の新しい情報発信を行う際の基準作りを
検討していきます。
広報委員会は情報発信を通じてJIIMAと社会を繋ぐことでJIIMA
の目指す豊かな社会の実現に貢献することが社会的役割と考えます。

広報委員会では委員としてご参加いただける方を募集して
います。IMの出版といった定期的なアウトプットがありますの
で、基本月１回の委員会に参加可能な方。JIIMAや官公庁、
会員企業等の動向といった多くの情報にいち早く触れること
ができますのでご興味のある方はぜひご検討ください。

今期第61期の活動内容

委員会からの第62期以降の提言・抱負・社会的役割をどう考えているか

要望・告知

リニューアルしたサイトでは、過去の連載記事をまと
めて読める工夫がされている。
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文書情報管理士
合格者からのひと言

　2021年夏試験は2021年７月20日（火）から2021年８月31日（火）まで全国約260箇所で実施

されました。受験対策セミナーについても冬試験と同様、新型コロナウイルス感染防止策の観点か

ら、オンラインによる動画配信形式で行われました。

　今回は、上級合格者35名、１級合格者77名、２級合格者210名と合計322名の方が見事に合格

されました。合格された方の中から試験に関する貴重なコメントをいただいたので紹介します。

ムサシ・アイ・テクノ株式会社
データーマニュファクチャリング課・主任

① JIIMAの公式Webサイトおよび、弊社部署内の推奨され
ている資格として知っておりました。

② 官公庁や自治体の電子化業務における入札参加要件と
して有資格であることが求められている為。

③ 約10時間。
④ 上級試験の出題項目として、主にプロジェクトマネジメン
トの知識体系であるPMBOKを中心に知識エリアやプロ
セス群の理解に務めました。また、マイクロフィルムの
基礎的な事柄やコンプライアンス等の業務に関わるガイ
ドラインについても学習しました。
⑤はい。（オンラインセミナー）
⑥ はい。試験会場が多いというメリットや、後で見直し

たい出題箇所も把握しやすく便利でした。
⑦ 新型コロナウイルス感染防止対策として、今までの対
策セミナーからオンデマンドの動画配信になり不安は
ありましたが、配信期間中は何度でも動画を見られた
ので、より重点的に理解を深めることが出来大変助か
りました。
⑧ 上級試験では業務におけるプロジェクトマネジメント
関連や法令についての知識が問われる出題が多くあり
ました。これらの試験内容で得た情報を活かせるよう、
業務内容の改善や知識のアップデートを図りたいと思
います。

依
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 さん

① 文書情報管理士検定試験はどこでお知りになりましたか？
②受験の動機は？（受験のきっかけ）
③学習時間は？
④どこに重点をおいて学習しましたか？苦手な部分なども
⑤ 受験対策セミナーは受けましたか？
⑥コンピュータ試験は便利でしたか？　どういうところが便利でしたか？　どういうところが不便でしたか？
⑦受験した感想、改善して欲しい点
⑧今後この資格をどのように活かしていきますか？

上　級

日本ＩＣＳ株式会社
システム開発部　主任

① 上司に文書情報管理士の資格のことを教えていただき、
検定試験があるということを知りました。
② 弊社が推奨している資格であり、興味があったため。
③ 約30時間。
④ マイクロフィルムは聞きなれない言葉が多く、苦手意識
があったので重点的に学習しました。理解できていない
箇所は、テキストを何度も見直し理解できるまで見直す
ことを徹底しました。
⑤はい。（オンラインセミナー）
⑥ はい。日程調整しやすく、密になりにくい環境で試験

を受けられ、試験会場を選べるところが便利でした。
⑦ 試験終了後に結果が表示されますが、どこを間違えた
のか詳細を確認できないため、間違えた箇所を確認で
きるようにしていただきたいです。
⑧ 電子帳簿保存法などの知識を今後の業務で活かしたい
と思います。
　 また、検定試験に挑戦する社員へのアドバイスを行い、
幅広い知識を持った人材の育成が出来ればと考えてい
ます。

中
なか
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株式会社長谷工システムズ
印刷営業１部　芝店チーム

シンコー株式会社
OA事業部　営業第３グループチーフ

有限会社 ボンズ企画
企画営業部

① 上司からの紹介で、このような資格があることを知りま
した。
② ３年前に２級を取得しましたが、業務の多角・効率化や
自身のスキルアップのため、さらに高い知識を得たいと
思ったためです。
③ 約30時間。
④ 法律面などは問題なかったのですが、どうしてもマイク
ロフィルム・現像などで苦手な面が目立ち、本試験が近
づくとこうした苦手面を克服・補完することに重点を置
きました。

⑤はい。（オンラインセミナー）

① 弊社の取得推進資格のひとつであり、詳細はJIIMAの
HPで知りました。

② 弊社は企業における情報記録管理サービスを提供してお
り、マネジメント及び実務に関わる要員として本資格を
取得しておくことは業務において役に立つと考えました。

③ 約30時間。
④ 公式サイトの模擬試験から問題とその解答の選択肢に
あげられている内容についてテキストを読み込んでいき
ました。そのうえでセミナーを受講し、効率的にポイン
トを抑えることが出来ました。

　 マイクロフィルムについては予備知識があまりなく、ほと
んど丸暗記状態で試験に臨みました。

① 他の社員が受験、有資格者だったことで知りました。
② 弊社が電子データ化サービスを事業としているため、普
段の業務に必要な知識を深めるために受験しました。

③ 約10時間。
④ 有資格者のアドバイスもあり、上級試験は「プロジェクト
マネジメント」を重点的に勉強しました。また、１級・２
級の試験で出題されたポイントをマーキングし、「マーク
キングしたところをノートに書き写し、音読する」とい
うのを繰り返し行いました。

⑤いいえ。

⑥ はい。前回同様すぐに結果が出ることに加えて、コロ
ナ感染予防の面からも分散した形で試験を受けられた
点。
⑦ 受験対策セミナーのオンライン化によって、受けたい
時や場所で受講できるだけでなく分からなかった内容
を再受講できるなど利点が多いため、今後も続けて欲
しいです。
⑧ コロナ禍によるテレワークやDXの普及により文書情報
管理士の役割が今以上に求められる時代、グループだ
けでなく外部の企業とも積極的に手を組み自社の規模
拡大に貢献したいです。

⑤はい。（オンラインセミナー）
⑥ はい。試験日や場所を自由に選べること。解答に迷っ
た問題を再確認する際に自分の解釈の傾向が分かりや
すく時間配分に役立ちました。
⑦ 文書情報管理の基礎から、マネジメント、マイクロ、
法規と満遍なく必要な基礎知識が身に付き苦手な分野
も明確になり良かったと思います。
　 セミナーはもう少し配信期間が長ければもっと受講し
やすいと思います。
⑧ 更に文書情報管理への理解を深め提供するサービスに
深みと幅を得られるよう次のステップにチャレンジし
たいと思います。

⑥ はい。都合に合わせて日時・受験会場を選べるのと、
その場で合否がわかるのがよかったです。
⑦ さらに知識を深めるために、間違った箇所がわかると
復習できるので助かります。
⑧ お客様に上級資格者がいることの安心感を抱いていた
だくとともに、私自身、自覚をもち信頼していただく
ことに努めます。それにより弊社を利用するお客様を
増やし、販売拡大に貢献して参ります。自身の中に留
まらせず、他の社員へ知識とノウハウの共有を積極的
に行って参ります。
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１　級

２　級

上　級

株式会社福岡アド・センター　スキャンセンター事業部
業務部　部長

① JIIMAのホームページで知りました。
② １級を取得していたので、更に上位級を目指したいと思
い、受験しました。
③ 約60時間。
④ PMBOK：米国プロジェクトマネジメント協会の知識体
系について、詳細内容も含めて、重点的に学習をしました。
自分の中で、不足している知識を得ることができたと思
います。

⑤いいえ。

⑥ はい。自分で、学習の進み具合、他スケジュールとの
調整ができるところが、便利でした。
　 また試験終了後、すぐに結果が出るのも、良いと思い
ます。
⑦ 誤りがあったところが、わからない部分はありますが、
これはどの試験でも同じかなと思います。
⑧ お客様に最適な提案を行い、使いやすい文書管理・電
子化ファイルの活用を実感していただき、電子化事業
を活性化していきたいと考えています。
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はじまりは“時計”の製造から。　　　　　　　　　　
その技術を様 な々分野に活かして今に至っています。

エプソン販売株式会社は、セイコーエプソングループの商材
の国内販売を一手に担う会社です。
グループの始まりは1942年。諏訪での“時計”の部品製造が
スタートです。機械式腕時計では一日に20秒も時間がずれるの
が当たり前の時代に、日差±0.2秒という世界初のクオーツウ
オッチを1969年に開発。1994年には写真の印刷を写真店でな
くとも家庭で気軽に行うことができるインクジェットプリンターを
発売しました。またこの年、液晶データプロジェクターの発売に
より、紙やOHPを利用していたプレゼンテーションの方法に革
新を起こしています。
その後も紙をその場で再生する乾式オフィス製紙機の開発な
ど、創業以来、独自の技術によりお客様の期待を超える新たな
価値を創り、人々の生活を変えてきました。
事業領域・規模としては2020年度のグループの連結売上が約
１兆円。その内訳のうち約7,000億がプリンティングソリューショ
ンズです。またプロジェクターを中心としたビジュアルコミュニ
ケーションが約1,414億円、それに創業以来の時計やその精密
機械の時計を作ることができる技術を活かしたロボティクスソ
リューションズ、そしてマイクロデバイス等といったウエアラブ
ル・産業プロダクツが約1,486億円となっています。
売上の規模からして基幹を成しているプリンティング事業は、

オフィスや個人で利用するプリンターのイメージをお持ちだと思い
ますが、それだけではなくてさらに小型化した製品であるとか、
プリンティングの技術を活かしてさまざまな産業・業態に対して
サービスを提供・進出していこうと取り組んでいます。

相反するプリンティング事業と環境問題への取り組み

プリンターと言えば紙を排出するものですが、会社として社会
課題の解決に真摯に取り組み「持続可能でこころ豊かな社会の
実現」を目指しています。これはペーパーレスを進めるというこ
とでもあり、当社の基幹事業でもあるプリンティング事業とは相
反するのではと、社内の意見が出たこともありました。しかしグ
ループ代表の小川の強い意志のもと、プリンティングと環境課題
の解決は両立できるはずであるし、それを目指していくというこ
とが、今ではグループ全体の根源を成す方針となっています。
社会の課題というものを解決していく会社ということで、メー
カーとしてどうやって取り組んでいくのか、その一つの事例とし
て乾式オフィス製紙機「PaperLab（ペーパーラボ）」をご提供し
ています。
印刷し終わったコピー用紙をこの機械にかけて繊維状に砕き、
それをまた新しい紙に再生するというもので、これによってオ
フィス内で紙の循環型世界を作ろうと、プリンティングメーカー
として地球環境の負荷低減を図ろうとしています。

ありたい姿は、持続可能でこころ豊かな
社会を実現する会社であること

文書情報マネジメント業界で活躍するJIIMA会員企業をご紹介

https://www.epson.jp/
東京都新宿区新宿4-1-6 JR新宿ミライナタワー２９F
・事業内容： 情報関連機器販売
・設　　立：1983年５月20日
・資 本 金：40億円

わが社の
会員企業突撃インタビュー

インタビュー

エプソン販売株式会社
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会計ビジネスの取り組みの中で　　 　　　　　　　　
より正確で重要な情報をお客様にお届けしたい

会計の世界に対して当初はOEM供給を受けた仕組みで提供
させていただいていました。そこに自社開発の会計事務所様専
用のビジネスコンピューター（オフィスコンピューター）「EX－１」

を投入しました。かなり歴史も古く1977年にさかのぼります。そ
こから現在ご提供している「Ｒ４（アールフォー）」シリーズまで、
ずっと会計の世界へサービスをさせていただいています。その
中でペーパーレス化もそうですが、電帳法といった世のなかの
流れを、私たちの商材を検討されているお客様、そしてすでに
お使いのお客様に対してもメーカーとしてしっかりと正確で且つ

ベストプラクティス賞の要因となった経費精算システム「Concur Expense」によるワークフロー

会員企業突撃インタビュー
わが社の
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重要な情報をご提供し、コミュニケーションを取っていくために
もJIIMAに入会をさせていただきました。
１社のメーカーという立場だけでは市場全体のお客様に正確
な情報を発信することは難しいものがあります。協会の活動の
中でメリットであるとか必然性を世の中に啓蒙していただきたい
という期待があります。
今回ベストプラクティス賞をいただいた経費精算の仕組みにつ
きましては自社導入となりますが、今後も財務・税務・給与と
いった会計のコアな部分は継続して事業として行ってまいります。
ただ世の中でDXが進む中、自社のみで価値を提供していくこと
も難しいところもあり、他社様と電子的につながり協業していこ
うということも私たちが取り組んでいこうとしているところです。
そのような活動の下支えをしてくれるのもJIIMAなのではないか
と考えています。社内の経費精算の仕組みについては公開して
いますが、他社様はどうされているのだろう、システム的な対応
はどうされているのだろうというようなことも非常に興味深いと
ころで、そういった面でも勉強をさせていただきたいと考えてい
ます。

プリンティングで培った技術を使って　　　　　　　　　
さらなるDXの推進とペーパーレス化の推進を

私たちはプリンティング事業の中で技術を培ってきているので
すが、特にコアとなるのがヘッドと言われる部分です。こちらは
パテントも含めて他社様に比べて一つリードしている大きな強み
となっています。その中で面白いサービスとして、コピーチャー
ジを従来の定額性で使っただけ費用が増えるのではなく、使わ
なければ逆に費用が下がるというメニューをご提供しています。
それが「ペーパーレスサクセスプラン」です。年度における紙の
削減目標を私たちで定義させていただき、お客様にもそれを目
安として取り組んでいただく。削減出来たらその分はチャージ
金額を落とさせていただき、結果的に社会全体のペーパーレス
化も進むでしょうという目論見です。私たちはプリンターメーカー
であってもただ紙を印刷することをお勧めするのではなく、各企
業が文書管理も含めて不要なものを印刷しないという活動を
メーカーの立場からもサポートしようという他社様にはない企画
です。　
私どものターゲットである会計事務所様においても、会計シス
テムの導入での業務の効率化とペーパーレスサクセスプランの両
輪でDX化の推進とペーパーレス化がオフィス内で可能とするこ
とができると考えています。

社会課題の解決に向けて自社で培ったノウハウを　　　
お客様にご提供

４年前から社内で経費精算の電子化・効率化を進めてまいり
ました。またコロナ禍、出社率を30％程度としてきました。こ
の一年半の課題としてはやはり、出社しての紙出力と押印する
というワークフローをどうするかということでした。それを社内
文書と社外文書の２軸に分けて、さらに社内であれば職務権限
規程によって権限が定められている領域と、部門間での依頼文
書についても押印するという領域。社外では契約書や請求書・
領収書といった領域とそれ以外の文書の第４象限まで分類しま
した。まずはライトな社内の職務権限規程に入らない文書につ
いて、電子印鑑を導入しワークフローを動かすことを始めました。
次にエプソン販売だけではなく国内のセイコーエプソングループ
で電子契約に取り組んでいます。しかしまだ紙ベースのものが
多く、それをこれからどうしていくか、ワークフローの枠組みに
電子化を組み込んでどう実施をしていくか、そして社外との書
類をどうしていくのか、これらを一歩一歩進めていくのが課題と
なっています。
今、経理部門が電帳法についてはどこまで認められるかにつ
いて外部コンサルにも入っていただいて2022年１月のスタートに
向けて動いています。これは社内で培ったノウハウを次にはお
客様に提供していきたいと考えています。そうすることで社会課
題の解決、ペーパーレス化に取り組み続けていきます。

会員企業突撃インタビュー
わが社の

取締役 経営推進本部長　
伊藤利彦氏

取締役 特販営業本部長　
吉崎宏典氏

「ペーパーレス化を目指し社会全体の環境問題にも向き合っていく企業へ」
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多種多様な材料への印刷を可能にした画
期的なモデル
■特長
• プリントヘッドの高さが変動するため、
幅広い厚みの材料に印刷が可能。（最大
厚 約88mm）
• 印刷可能な材料例として、印刷用紙（非
コート紙）、無垢材、段ボール、薄紙、
和紙、製袋済み紙袋、布製品、ダイカッ
ト（型抜き）済み材料等も対応。
• コンベヤー型テーブルで大きな材料
も搬送が可能。600mm幅（標準）
/1,000mm幅（拡張オプション）のテー
ブルで大きな材料も容易に搬送する。ま

た搬送テーブルはニーズによって選択可。
• 環境に配慮した水性インクを使用。自
然由来の基材に対応した水性インクで
環境負荷を低減。臭気が少なく、健康
や環境に配慮が必要な店舗・施設でも
安心して導入可能。
• 印刷スピードは最速 毎分27m（高生産
モード時）。
• 印刷解像度は、1200dpi×1200dpi、
600dpi×1200dpi
• 印 刷 領 域 は、幅：297mm  長 さ：
914mm。搬送テーブル幅は600mm
（標準テーブル）又は1,000mm（拡張
テーブル）。

■価格（税別）
T3-OPX オープン価格
■お問い合わせ先
ムサシ株式会社（本社）
TEL：03-3546-7711
https://www.musashinet.co.jp/

アプリ「Epson Smart Panel」で、スマホか
らのプリントも快適に
■特長
• エコタンク搭載モデルは、低印刷コストに加え、
プリント機会の多いお客様のインク交換の手
間軽減を実現するプリンターとして、ビジネス
用途からホーム用途まで幅広く活用可能。
•  同４機種は、スマホ・タブレット専用アプリ

「Epson Smart Panel」に対応。スマホ
からの簡単操作で、スキャン、コピーが楽し
める他、商品購入時には「Epson Smart 
Pane l」からBluetooth ®の拡張仕様
Bluetooth® LEを使って、Wi-Fi®の設定な
ど初期セットアップ作業も簡単に行うことが
可能となっている。
•  『EW-M754TW/TB』は、顔料・染料2本
のブラックインクを含む、合計5色インクで
写真も文書もきれいなスタンダードモデル。
使い切りサイズのインクボトルでA4カラー
文書を約1,000ページプリント可能（※1）。
•   『EW-M674FT』『EW-M634T』 は、 顔
料のブラックインクとカラー３色の染料イン
クでビジネスを中心にご家庭でも活躍する

モデル。印刷コストは、A4カラー文書1ペー
ジあたり約1.0円（税込）（※1）と低印刷コスト
を実現。インクボトルの追加購入で1回交換
すればA4カラー文書を約6,000ページの
大量プリントが可能（※1）。

※1： 印刷コストおよび印刷可能枚数（イールド枚数）
の算出条件は、エプソンのホームページでご確
認ください。

■価格（税別）
「EW-M754TW/TB」「EW-M674FT」
「EW-M634T」　　 いずれもオープン価格 
■お問い合わせ先
エプソン インフォメーションセンター
TEL: 050-3155-8700
https://www.epson.jp/

小型・軽量で小規模オフィスや在宅勤務にも
最適
■特長
•  場所を選ばない、小型・軽量のコンパクト
ボディ。本体寸法は412(W)×395(D)×
244(H)mm（※1）と、これまでにないコンパ
クト設計。SOHOやオフィスのデスクサイド、
店舗窓口、バックヤードのほか、自宅への
設置も可能なため、場所を選ばず活躍する。
•  重さは「RICOH P C200L」が16.1kg、
「RICOH P C200SFL」が19.4kgと、
ともに従来機比約33％削減（※2）。
•  小型ながら、高い生産性を実現。連続出力
速度は、カラー、モノクロともに24枚/分

（A4縦送り）と高い生産性を実現。「RICOH 
P C200SFL」のファーストプリント速度
は10.9秒、スキャン速度は20枚/分と、と
もに従来機よりも大幅に向上（※3）した。
•  業務効率化に応える多彩な機能。IDカー
ドの表面・裏面を読み取り、用紙の上下に
集約してコピーするIDカードコピー機能を
搭載。運転免許証や健康保険証の控えを
取る際にも便利。

※1　 RICOH P C200Lの場合。P C200SFLの本
体寸法は412(W)×395(D)×345(H)mm。

※2　 RICOH SP C260Lは23.8kg、RICOH SP 
C260SFLは29.0kg。

※3　 RICOH SP C260L/C260SFLでは、ファース
トプリント速度は14秒、スキャン速度は12枚/分。

■価格（税別）
RICOH P C200L  RICOH P C200SFL
いずれもオープン価格
■お問い合わせ先
リコーテクニカルコールセンター 
TEL：0120-892-111
https://jp.ricoh.com/

プリンターヘッドの自動調整で様々な厚みに対応するインクジェットプリンター
「T3-OPX」 ㈱ムサシ

テレワークや自宅学習に適したエコタンク搭載インクジェットプリンター
「EW-M754TW/TB」「EW-M674FT」「EW-M634T」 エプソン販売㈱

A4 カラーレーザープリンター/複合機
「RICOH P C200L/C200SFL」 ㈱リコー

EW-M754TW

RICOH P C200L
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JIIMA　デジタルドキュメント 
2021 ウェビナー開催

公益社団法人日本文書情報マネジメン
ト協会(JIIMA)は、11/15（月）から11/30
（火）にかけて「デジタルファースト時代の
情報マネジメント」をテーマとしたウェビ
ナーを開催した。

また今回のウェビナーではサブテーマと
して「令和３年度電帳法対応・ニューノー
マル時代を見据えた組織のDX戦略」を掲
げ、JIIMA理事長による基調講演をはじめ、
国税庁による特別講演、業界のベンダー
によるスポンサー講演など、テーマに関連
したさまざまな講演動画をホームページで
配信した。さらに今回は第15回ベストプ
ラクティス賞受賞記念講演についても配
信した。
これら講演の内容については、次号の

機関誌IM3・4月号にて紹介する予定。

JIIMA　令和3年度電帳法改正 
緊急特別セミナー開催

公益社団法人日本文書情報マネジメン
ト協会(JIIMA)は、12月１日に「～まさに
直前！令和３年度 電帳法改正・令和４年
１月１日施行～ “第一人者がどこよりも分
かり易くポイント解説　JIIMA緊急特別セ
ミナー”」と題して、SKJ総合税理士事務
所 所長である袖山喜久造税理士を講師に
招いてセミナーを行った。
令和４年１月１日から施行される令和３

年度電帳法改正について、袖山税理士か
らわかりやすくポイントを説明するととも
に、国税庁から新たに発表された電帳法
の一問一答（Q&A）についても詳しく解説
した。
開催はオンラインによるZoom方式で行

われ定員は約30名と絞ったが、質疑応答
ではいくつもの質問が寄せられ、参加し
た多くの方が抱いている今回の税制改正
についての疑問点が解決された。JIIMA
では今後も同様のセミナーを実施し、各

企業が悩んでいる電子化による文書管理
についても今後、一端を担っていくとして
いる。

国税庁動画チャンネル
「教えて！！　令和３年度改正　
電子帳簿保存法」公開

国税庁は、令和４（2022）年１月１日
から適用される電子帳簿保存法の改正内
容について「教えて！！令和３年度改正　
電子帳簿保存法」と題したYouTube動画
を公開した。
動画では、電子帳簿等保存制度の令和

３年度税制改正における内容の解説と実
務上の留意点について説明するもので、
経理のデジタル化と電子帳簿等保存制度
や電子帳簿等保存制度の概要、電子帳
簿等保存制度の見直し（令和３年度税制
改正の概要）などが項目ごとにわけて動画
内で紹介されている。特に、市販のソフト
ウェアが電子帳簿保存法の要件を満たし
ていることを確認する手段として、動画内
ではJIIMAの認証が紹介されている。
https://www.youtube.com/watch?v=　
OBEmmleCTwk

ラクス　「電子帳簿保存法」改正
についての調査結果を発表

株式会社ラクス（会員No.1022、代表
取締役・中村　崇則氏）は、令和４（2022）
年１月１日の改正・電子帳簿保存法の施行
を前に、全国の経理担当者1,009名を対
象に、電子帳簿保存法に関する意識調査
を実施、同調査の結果を発表した。
その結果として、
・ 来年１月からPDFで受領した請求書
の印刷保管ができなくなる「詳細を知
らない」……73.4%

・ 来年１月の改正法施行に合わせて「電
帳法に対応したい」80%超、しかし
準備を進めているのは……20.1%

・ 請求書の発行「紙で印刷・封入作業
を行い郵送している」……73.4%

等といったデータが公開されている。

今回の調査で、改正・電子帳簿保存法
の施行が来年１月に迫る中、多くの企業
において改正内容の理解や対応が進んで
いないことが判明した。一方、電子帳簿
保存法への対応を検討している、または
いずれは検討したい企業の８割以上が、
改正法施行のタイミングでの電子帳簿保
存法への対応を希望するなど、今回の改
正が対応の後押しとなっている側面も窺
えた。また、７割以上が請求書を紙で発
行するなど、経理業務のペーパーレス化
に課題があることもわかった。
これらの詳しい調査結果については、

同社のホームページで公開している。
https://www.rakus.co.jp/news/2021/1025.
html

コンカー　「改正電子帳簿保存法」
を盛り込んだペーパーレス化ガイド
ブックを無償公開

株式会社コンカー（会員No.1019、代
表取締役社長・三村　真宗氏）は、改正
電子帳簿保存法の概要とペーパーレス化
の運用フローなどをまとめたガイドブック
「領収書・請求書電子化完全ガイド」を同
社HP内で公開した。PDFファイル形式と
なっており、無償でダウンロードできる。
今回配布されるガイドブックは、同社が

2019年に公開した「スキャナ保存編」と
2020年に公開した「ビジネスキャッシュ
レス編」を１冊にまとめ、読みやすい体裁
にするとともに、同社への問い合わせが
多い項目を加筆したもの。
同社では、本書を活用することで、令

和４（2022）年１月１日から施行される改
正に積極的に対応し、領収書だけではな
く請求書においても、理想的な電子帳簿
保存法に沿った運用の推進にお役立てい
ただけることを願っているとしている。
なお、内容としては、「令和３年度 電
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子帳簿保存法 概要」「対応要件 詳細解
説」「領収書電子化 運用フロー 詳細解
説」「請求書電子化 運用フロー 詳細解
説」「電子帳簿保存法 FAQ」の５項目で構
成されている。

マネーフォワード　電帳法対応
ストレージサービス『マネーフォ
ワード クラウドBox』無料で提供開始

株式会社マネーフォワード（会員No. 
1050、代表取締役社長CEO・辻　庸介
氏）は、電帳法対応ストレージサービス『マ
ネーフォワード クラウドBox』を、すべて
の事業者に無料提供する。これにより事
業者は、請求書や注文書、発注書、見積
書、納品書などの様 な々電子取引データを、
令和４（2022）年１月１日に施行される改
正電子帳簿保存法の保存要件に対応し、
保管することができる。

『マネーフォワード クラウドBox』は、
メールで受け取った請求書やWEBサイト
からダウンロードした領収書などのさまざ
まな電子取引データを改正電帳法の保存
要件に対応し、保管することができるサー
ビス。電子取引データのアップロード機能、
タイムスタンプ自動付与機能、「取引年月
日・取引先・金額」を元にした検索機能
等により、効率的な保管が可能となる。
また保存容量、保存期間、利用人数は無
制限で『マネーフォワード クラウド』を契
約している事業者に限らず、すべての事業
者が無料で利用できる。
https://biz.moneyforward.com/box/

ハイパーギア　電子帳簿保存法
対応「電子取引スタートパック」
リリース開始

株式会社ハイパーギア（会員No.878、
代表取締役社長・本田 克己 氏）は、電

子取引の国税関係書類をファイルサーバ
で安価に保存し電子帳簿保存法に対応で
きる、「電子取引スタートパック」をリリー
スした。
令和３年度の電子帳簿保存法改正によ

り、全ての法人を対象に社外から電子デー
タで受領・発行した国税関係書類は、電
子帳簿保存法の要件に従って電子保存す
ることが義務化された。施行日の令和４
（2022）年１月１日より、電子データで受
領・発行した国税関係書類は、紙で保存
することができなくなるため、法令に定め
られた要件に従った電子データ保存の仕
組みを導入する必要がある。
今回同社がリリースする「電子取引ス

タートパック」は、電子帳簿保存法の電子
取引（法第７条）の要件に対応し、法令で
必須とされる記録項目の入力や記録項目
での検索、改ざん防止措置を行うための
機能を搭載。既存のファイルサーバに電
子取引データを保存でき高額な文書管理
システムの導入なしで、短期間で電子帳
簿保存法に対応することが可能となって
いる。
製品詳細については同社HPを参照の

こと。
https://www.hypergear.com/products/2978/

BEARTAIL　日本初※1　請求書ほか
電子帳簿保存関連書類を代行保管・
データ化するサービスを提供開始

株式会社BEARTAIL（会員No. 1042、
代表取締役: 黒﨑 賢一氏）は、令和４
（2022）年１月１日施行の改正電子帳簿
保存法に対応する、国税関連書類（請求書・
納品書・契約書・発注書・見積書 等）代
行受領・データ化サービス「インボイスポ
スト 電子帳簿保存」正式版をリリースする。
「INVOICE POST 電子帳簿保存」は
国税関係書類の他の書類（納品書・契約
書・発注書・見積書 等）も受け取りが可
能となっている。同社で代行受領した全て
の書類をスキャンし、電子取引の検索要
件を満たす形式でインボイスポスト上に納
品する形となる。
同サービスを利用することで、電子帳

簿保存法・インボイス制度へ対応するだけ

でなく、国税関係書類も一元管理するこ
とで業務効率化が図れるとしている。
※1　 2021年11月時点、業界内初となる受領代

行・保管を標準機能

NTTデータビジネスブレインズ　令和4年
施行の電子帳簿保存法 ～どう備える？電子取引
情報のデータ保存義務化～Webセミナーを実施

株式会社NTTデータビジネスブレインズ
（会員No.941、代表取締役社長・中島弘
嗣氏）は、アルプスシステムインテグレー
ション株式会社を主催とした「まだ間に合
う！令和４年施行の電子帳簿保存法 ～ど
う備える？電子取引情報のデータ保存義
務化～」と題したWebセミナーを実施した。
同セミナーは、令和４（2022）年１月１

日から施行される電子帳簿保存法の改正
ポイントと特に企業への影響が大きい電子
取引情報（メール添付のPDFや、ウェブサ
イトからダウンロードする請求書、EDIデー
タなど）のデータ保存義務化についてどの
様に対応するか説明するとともに、電子
帳簿保存法に対応した経費精算サービス
［BIZUTTO経費］と電子データ保存サー
ビス［ClimberCloud］について紹介した。
同社では電子帳簿保存法の改正にあわ

せて、今後も同様のセミナーを開催の予定。

JIIMAに寄せられた情報にて構成
スペースの関係上、記載の省略あり各社ニュース

移転のお知らせ
株式会社中央コンピュータシステム
（会員No. 943）
〒135-8150　東京都江東区豊洲６丁目
４番34号 メブクス豊洲
TEL.03-6910-1172

会員企業からのお知らせ募集
　JIIMAのWebサイトでは、「会員企業からのお知ら
せ」を募集しています。
　これはJIIMA維持会員・一般会員企業のみご利用
頂けるサービスで、文書情報マネジメントに関する
セミナー、展示会、新製品、新サービス
のご紹介や、人事、移転、事業所開設等
の情報を掲載、発信する事が可能です。
　ぜひ下記からご利用ください。

https://www.jiima.or.jp/info-published/
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1980年代になるとマイクロフィルム以外の多様なメデイアと記録方式が現れます。光ディス

ク、磁気ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、フラッシュメモリー等。これらはいずれもデ

ジタルデータの記録媒体で、紙媒体からの入力は、マイクロフィルムがカメラによるのに対し、

デジタルスキャナーにより入力されます。またはキーボードから直接タイピング入力もされます。

これらの記録媒体を用いた各種ファイリング装置も出現しています。30cmの光ディスクを用

いたスタンドアローンの大型光ディスク装置や、磁気テープに検索情報を入力しイメージは追加

記録型の有機半導体のフィルムに記録する小型のファイリングシステムなど多くのスタンドア

ローンのファイリングシステムが販売されました。

1990年代に入りITが急速に進化し、先進的な企業ではビジネスのデジタル化を推進し、パー

ソナルコンピュータとインターネットの加速度的な普及で、オンラインによる相互通信が企業に

おける業務スタイルを変革していきます。

ITの普及はまた企業の情報ネットワーク化を加速し、業務処理をネットワーク上で処理するク

ライアントサーバー型の情報システムが主流となりました。また記録媒体の進化により光ディス

クの高性能化やPC搭載の磁気媒体（HDD）の大容量・低価格化も進みました。同時にPCの性能

はマルチメディアを扱うのに問題のないレベルに達し、紙文書をイメージ化し、ネットワークで

管理するドキュメントマネージメントシステムが相次いで開発されました。

最初のドキュメントマネージメントシステムは米国で開発され、以降Windoｗsベースのドキュ

メントマネージメントシステムや1990年代後半インターネットの普及に対応したWEBコンテ

ンツマネジメントシステムなど、電子文書と電子化文書に対応した種々の文書情報マネジメント

システムが定着していきました。

2000年代前後の10年間は企業情報システムとインターネットを活用してそれぞれの企業の

主要業務をいかに効率化するかが主要命題であった時代であり、基幹業務系へのイメージ活用が

促進され文書情報マネジメントの主流はイメージ化文書（電子化文書）移行した時期でもありま

した。

1995年社団法人日本マイクロ写真協会は情報管理がデジタル時代を迎えたことに対応し、現

在は呼称を社団法人日本文書情報マネジメント協会（JIIMA）と改め､活動も見直しました。この

時代はまたマイクロとデジタルの融合の始まった時代でも有ります。

文書情報マネジメントシステムでは記録保存と利活用が重要なテーマとして掲げられています

が、その要件として真正性の確保と存在証明があげられます。長期的な記録保存の手法としてデ

ジタル情報を直接マイクロフィルムに記録し、マイクロフィルムの長期保存性（100年保管）

により担保するデジタルマイクロアーカイブが誕生しました。

参考文献：JIIMA創立50年史

高橋 通彦（たかはし みちひこ）
千葉大学工学部卒、富士写真フイルム入社、足柄研究所・機器事業本部・情報システム部東京販売部長を経てフジカラーサービスへ。
開発部長・常務取締役デジタル本部長を経て㈱ジェイ・アイ・エムへ。専務取締役、副会長を経てJIIMA理事長に。平成30年旭日小
綬章綬章。退任後ディーアイアンドシー代表としてデジタルドキュメントのアドバイスに。

徒徒然然なるままに コラム 第４回
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「Stay home」。
その代表と言えるのは、やはり読書ではないでしょうか。Kindleを手に入れてから、
１週間に１冊は本を読むのが習慣になってしまいました。
その中で、「なぜ人は感染するのか？」、「また、なぜそれが癒えるのか？」。ふとした
疑問が湧いてきて、人体の仕組みについて興味が出てきました。
そして手に取った本がこの山本健人さんが書かれた『すばらしい人体』。人体の仕組
みだけではなく、医学の歴史に関しても、一つ一つ紐解きながら書かれており読み応
えたっぷりです。

それを読み感じたことは、「自分について知らなすぎる」ということでした。
呼吸すること、味を認識すること、頭を振っても文字がちゃんと読めることなど、当
然のようにしていることが実は裏ではもの凄い機能が働いていて、それが成されている
のに感動しました。
「Stay home」。なかなか外出は出来ない日々が続いていましたが、脳がいろいろな
知識を求め、たくさん吸収しようと本の世界に外出している人は多かったのではないで
しょうか。
 （高島 大輔）

編集委員からら

すばらしい人体
（山本健人・著 ダイヤモンド社・刊）
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試験期間／2021年12月20日（月）～2022年2月10日（木）
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受 験 料 一般 ：11,000円（税込） 学生 ： 7,150円（税込）　 
受 験 級 2級、1級、上級
新型コロナウィルス感染拡大の状況により、予定が変更となる事がございます。
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